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対象構造物 
橋梁下部構造物（橋脚） 

 

項 目 
橋脚基礎の支持力低下に伴う、固有振動数および傾斜角の変化 

 

使 用 機 器 
ER15（スマートセンサ） 

 

使 用 実 績 
鉄道橋梁(5 橋梁)、道路橋梁（3 橋梁） 

 

【機器の特徴】 

本モニタリング装置は、加速度センサを橋脚天端に設置して、橋脚の固有振動数と傾斜角の変

化を長期にわたりモニタリングするものです。 

計測結果はクラウドサーバに自動的に送信され、管理者は遠隔地から PC やタブレットを用いて

クラウドサーバから計測値を閲覧・取得することができます。また、装置の動作状態は、製造元

が遠隔で日々監視を行うため、管理者による装置自体の点検は不要です。 

 

【機器の仕様】 

本装置の仕様を以下に示します。 

 

電源：太陽光（標準）、100VAC から選択が可能 

 使用温度：-20℃～60℃ 

 計測レンジ 

   固有振動数：～60Hz 

   傾斜角：±1.047rad 

   加速度：±1G 

 測定精度 

   固有振動数：±0.025Hz 

   傾斜角：±4mrad 

   加速度：±4mG 

 通信方式：LTE 通信                                   図 1 モニタリング装置 

 計測頻度：3～5 回/1 日             



一般社団法人 日本構造物診断技術協会 

 

 モニタリング装置の構成 

 モニタリング装置は、加速度センサ、データ収集・通信装置、太陽光パネルで構成され、計測

した橋脚の固有振動数と傾斜角を計測します。計測結果は LTE 閉域回線網により送信されクラウ

ドサーバ上のデータベースに保存され、Web ブラウザを通じて PC やタブレットなどで監視する

ことができます。 

 

 

図２ モニタリング装置の構成 

 

 計測データの閲覧 

 管理する全ての橋脚の最新状態を一覧表示します（図 3）。傾斜角および固有振動数があらかじ

め設定した閾値を超えた際に背景色が変化するので状態変化の度合いが一目でわかります。一覧

表から橋脚を選択すると、計測結果である傾斜角、固有振動数をトレンドグラフに表示します（図

4）。トレンドグラフで表示されるので、橋脚の長期的な変状をわかりやすく可視化することがで

きます。 

 

 

 

図 3 管理画面                  図 4 トレンドグラフ 
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